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はじめに 

2011 年 12 号台風豪雨は紀伊半島南部に大雨を

もたらした．このためいわゆる深層崩壊が起きて，

崩土が河道を堰き止めたため，堰き止めダムが決

壊して二次災害の発生が懸念された．深層崩壊は

西南日本外帯で起こる崩壊の典型であるとも言

える． 

 

春日谷左支川の Rock-slide debris avalanche 

2004 年 21 号台風豪雨のため三重県宮川流域で

崩壊が多発した．宮川支川の春日谷の流域で深層

崩壊が起きて，崩土が岩屑なだれとなって 1km 駆

け下った．shallow slide に対して deap-seated 

slide は流れ盤の層理面を分離面として岩盤が崩

壊するので，層すべりともいう． 

 

西南日本外帯で起こる深層崩壊 

近年の事例として，2011 台風 12 号豪雨災害（紀

伊半島南部），2005 台風 14 号豪雨災害（宮崎県），

2004 台風 10 号豪雨災害（徳島県，那賀川支川坂

州木頭川流域など），2004 台風 21 号豪雨災害（旧

宮川村），1953 梅雨前線豪雨災害（旧花園村（有

田川流域）），1889 雨台風災害（十津川流域，と紀

州田辺）などが記憶に新しい． 

 

西南日本外帯で起こる深層崩壊の素因 

重要なものを挙げると，①流れ盤斜面：付加体

の大局構造によるもの，あるいは向斜軸に面する

もの，②斜面中ほどに遷急線：後氷期開析地形と

しての，斜面中ほどに遷急線を持つ，斜面形状の

特性．地盤隆起速度は現在も大なため，開析速度

が大．穏やかで緩慢な従順化過程が追いつかない，

③攻撃斜面，④谷密度が小さく，傾斜が大きな領

域＝長大で平均傾斜が大きな斜面の存在，⑤斜面

の浸透能が大（しばしば砂岩が表層に分布），な

どである． 

 

深層崩壊の誘因 

①大雨による岩盤内間隙水圧の上昇，②地震によ

る強振動，③火山の噴火活動に伴う山体の変形，

⑤採石や採掘などによる斜面不安定化，など． 

深層崩壊が土石流を形成する条件 

①崩壊脚部の河道傾斜が大，②飽和を大幅に上回

る水量の存在，など． 

 

深層崩壊が岩屑なだれを形成する条件 

①滑落崖の比高が大で，かつ脚部の斜面傾斜が大，

②水量が飽和を大幅に下回る，など． 

 

地すべりダムが湛水して決壊する条件 

①流域面積が大きい，②堤体の浸透能が小さい，

③堤体の厚み（流心方向）が小さい，など．逆の

ときは決壊せずに永く留まる． 
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